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研究成果の概要（和文）：旧ソ連・中国・ベトナムなどの社会主義圏における戦争の記憶を比較し、革命と戦争
の物語化、戦う女性表象、伝統の再創造という三つのテーマに着目しながら、社会主義文化における共通性と差
異を明らかにした。また記念碑、博物館、絵画、映画、文学、オーラルヒストリーなどを題材にすることで、総
合的な記憶の風景（メモリースケープ）を再現することを重視した。

研究成果の概要（英文）：Our research project conducted a comparative study on war memories in the 
Soviet Union, China, Vietnam, and other (former) socialist regions for the purpose of clarifying 
similarities and differences in socialist cultural memories, focusing on three topics: 
narrativization of revolution and war, representation of fighting women, and re-invention of 
tradition. In addition, we aimed to reconstruct the total scenery of memory (memory-scape) by 
integrating diverse materials such as monuments, museums, pictures, films, literary texts, and oral 
histories.

研究分野： ロシア文学・文化史
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１．研究開始当初の背景 
戦争の記憶・コメモレーションに関する研

究は歴史学・社会学・精神医学・文学・芸術
学などが学際的に関わる研究領域としてす
でに確立している。ジョージ・モッセやアラ
イダ・アスマンによる包括的な研究をモデル
にして、様々な地域の「国民」の記憶を探る
試みがなされ、ソ連・中国・ベトナムなどの
社会主義圏においても地域ごとの研究は蓄
積されている。しかし革命と戦争による社会
の急激な断絶と統合という類似した体験を
複数地域間で比較する試みはこれまで見ら
れなかった。本研究の準備作業のため、旧ソ
連・中国・ベトナムという異なる地域の研究
者が集まり、2012 年 7 月 15‐16 日に北海
道大学で研究会「戦争のメモリー・スケープ」
を開催した。 
 
２．研究の目的 

20 世紀の社会主義革命の経験を共有する
旧ソ連、中国、ベトナムは、戦争の記憶が今
日にいたるまで強力なナショナル・アイデン
ティティの基盤となっている。本研究では独
ソ戦争、日中戦争、ベトナム戦争という 20 世
紀を代表する凄惨な総力戦を取り上げ、社会
主義文化圏において記憶される戦争表象の
特徴を明らかにする。戦争の記憶を立体的に
再構成するため、ヴィジュアルな表象を含め
て事後的に構成される風景としての記憶（メ
モリースケープ）を研究の対象とする。した
がって文学作品、映像資料、記念碑、博物館、
オーラルヒストリーなどの戦争の記憶と関
わるすべてのメディアを資料として用いる。
現代世界において歴史的記憶の違いが生み
出す様々な国際問題を考える上でも有意義
な視点を提供することができる。 
 
３．研究の方法 
（1）本研究計画の特色は、社会主義文化と
いう共通項を持つ複数地域の比較である。そ
のため、旧ソ連圏、中国・台湾、ベトナムに
おいて、それぞれの地域の専門家以外のメン
バーを含むグループで調査旅行を行う。記念
碑・博物館、映画、オーラルヒストリーの資
料を収集する際には、比較がしやすいような
共通の形式を持つデータベースを構築する。
研究成果の発表にあたっては、必ず自分の専
門以外の地域の資料を利用して比較研究を
心がける。 
（2）革命と戦争の物語化、戦う女性表象、
伝統の再創造の 3 テーマを設定し、ひとつの
地域に偏った研究にならないよう、旧ソ連・
中国・ベトナムの研究者をそれぞれ 1 名ずつ
配置した研究グループの編成を行う。隣接地
域および文化理論の専門家に比較研究のた
めの理論的枠組みを提供してもらう。 
 
４．研究成果 
（1）成果の刊行 

2014 年 3月、学術誌『地域研究』14-2 号
において特集企画「紅い戦争の記憶―旧ソ
連・中国・ベトナムを比較する」を掲載した。
三地域における事例を公的な記憶とオルタ
ナティブな記憶の二つに分け、科研メンバー
6名によって分担執筆した。 
2017 年度中に科研メンバー全員の参加に

よる最終成果報告集『戦争と革命のメモリー
スケープ（仮題）』を北大出版会から刊行す
る予定である。 
（2）共同現地調査 
研究計画に沿って三地域で複数の科研メ

ンバーによる共同現地調査を実施した。2013
年 9月には旧ソ連（モスクワ、ミンスク）を
訪れ、ミンスクでは歴史家イーゴリ・クズネ
ツォフ氏からレクチャーを受けた。2015 年 3
月に台湾（金門島、台北）を訪れ、台北で演
劇研究者の林于竝氏と意見交換を行った。
2016 年 3月にベトナム（ハノイ、中部、ホー
チミン）を調査し、ハノイで社会学者ファ
ム・スアン・ダイ氏と意見交換を行った。2017
年 2月には南京で追加的な現地調査を実施し、
民営の南京民間抗日戦争博物館の呉先斌館
長にインタビューを行った。また旧ソ連・台
湾・ベトナムの共同現地調査の成果について
当該地域を専門としない科研メンバーが国
内での第 1回・第 3回・第 5回の研究会「戦
争と社会主義のメモリースケープ」で報告を
行い、地域間比較のためのモデルの構築を試
みた。 
（3）国際学会 
2013年8月9日に大阪経済法科大学で開催

された第 5回スラブ・ユーラシア東アジア学
会において、パネルを二つ組織し、科研メン
バー3名が報告を行った。 
2013年9月の海外共同現地調査の際にモス

クワで文芸誌『諸民族の友好』との共催で国
際シンポジウム学会「戦争の記憶を比較す
る：ロシア、日本、アジア」を開催し、ロシ
ア各地から作家・研究者 9名を招へいし、科
研メンバー5名が報告を行った。 
2013 年 12 月に北海道大学スラブ研究セン

ターで開催された国際シンポジウムにおい
て著名な研究者フィリップ・シートン氏とセ
ルゲイ・ウシャーキン氏を招いてパネル「ロ
シアと極東における第二次世界大戦の記憶」
を組織した。 
2015年8月に神田外語大学で開催された第

9回国際中欧・東欧研究協議会（ICCEES）世
界大会に参加し、パネルを二つ組織し、科研
メンバー5名が報告を行い、映画研究者のア
ナスタシア・フョドロヴァ氏と孫柏氏を招へ
いした。 
（4）国内研究会 
第 1回 2014 年 2月（亜細亜大学）、第 2回

2014 年 9月（北海道大学）、第 3回 2015 年
11 月（明星大学）、第 4回 2016 年 6月（愛知
教育大学）、第 5回 2017 年 2月（東京外国語
大学）の計 5回の研究会「戦争と社会主義の
メモリースケープ」を開催した。科研メンバ



ーによる研究報告・共同現地調査成果報告の
他に、ロシア・アヴァンギャルド研究の本田
晃子氏、中国美術史の呉猛晋氏、ベトナム人
類学のショーン・マラーニー氏、ベトナム映
画研究の坂川直也氏、ポーランド研究の加藤
久子氏、マンガ研究の雑賀忠弘氏、日中の博
物館研究・文化人類学の楊小平氏、中国のオ
ーラルヒストリー研究の石井弓氏、キューバ
文学の久野量一氏、カンボジア研究の岡田知
子氏を研究会に招いた。 
（5）研究成果の社会還元 
2014 年 5-6 月に北海道大学スラブ・ユーラ

シア研究センター公開講座の枠組みを利用
し、本科研のメンバーが中心となって一般市
民を対象に連続講演（計 7 回）を実施した。
科研メンバーのうち越野、今井、高山がそれ
ぞれ旧ソ連、ベトナム、中国における戦争と
社会主義の記憶に関する講義を行った。 
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